
に集中している。競菜は概して作付種類が多い幽には個々の種類別作付面積は小さく，また地元外

生産物の影響をうけながらもその需要は伸びている、こうした農業による市域農栂部は自然条件及

び社会経済条件の相違により農業型態も地区によって特異性を示し，六つの農業地域区分が可能で

ある。

第4章二業の動向と課題

　所で以上のような当市の農業も近年都市化の影響をうけ，それは直接農家人口と農業労働力の減

少・儲階層の下向化謙業の進行礫擁用等にあら棟やる・特に繭門辺の麟地域に

慶いてはその傾向が著しい。従って今後の市農業のあり方として地域別め対策，都市近郊型農業の

推進等が根本的にはかられなければならない。

，第5章　要 約

　当地域は’古来から琴通・文化の通路であり・しかもまた北」づ1縦谷平野の灰野を擁する北上盆地

を背景とし飾鱗鴎領地（岩手県）のほ季ま嫉をしめるという壇雌蹴そ縦けで醗展

的地填構成をもって有り・南部20万石の城下町そして県庁衝在地として中核をなす要因もことに

あった。しかしながらコ＝業その他の諸産業の欠如は，従来の消費的性格と相まってその後の都市の

発展を飛躍的なものとはしなかった。また市制施行以降何度かにわたる合併は農村的性格を与えた

が・近年の都市化にまり農業構造も円上つつあ外さらに都市そのものも生産管理中枢都市，地方

開発都市へと移行する方向に向っている。

i’ 西天龍地域め地理学的考察

江　　橋　　晴　　子一」．

’調査地域は・儲那谷の最北部・辰野町から伊那市に至る長さ15㎞，幅500彿～7㎞の天龍川

・上流右岸の地域である。．昭和25年土：地利網図によれば，集落。耕地等の南北方向の帯状配列が顕

著であるので・本論交点は農業地域区分を行ない，同時に土地利用景観上の帯状配列を規定する要

因が何であるかを究開することにより、地域性をとらえることを試みた。

　論文の構成は次の如くである。

　　　第瞬章　伊那盆地の概観　・　第二章　西天竜地域の亀形　　　第三章　気　候9

　　　第瞬’・麟籍澱膿地開発の歴史　第五牽現在の農業地域
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第六章　む　す・び’

　当地域は9・木曾山脈から流下する諸支流が

断層崖下に形成した広大左合流扇状地と．天

竜川に沿う河岸段丘及び氾濫原から構成され

『ていう・河床からの鵬・面の連続蟷・一

ムの有無及び層序などによ珍5つの段丘面に

分類したが・これらの面は，伊那断層帯の走・

る山麓線或いは天竜川に平行に帯状に分布し

て詮り，扇状：地を形成した諸支流により深く

開析されている。また，逆傾斜薗或いは段丘

崖iとは三孝難い平等の地形的異状によって示

される新しい構造地形も本地域の特徴である。

　層農地開発の歴史の中で，その大規模なもの

は・近世初学の新田開発・昭和初期の西天竜

用水路による開発．戦後の開拓の5つである。

中世以前には，山麓の裾合谷と地域回縁の低位段丘上及び天竜川沖積地地帯が，新田開発では，段

丘中央部の支流沿岸地帯が畑地として，西天竜用水路では，二三の高位段丘地帯が水田とし「と，戦

後の開拓では段兵中央部の地帯が畑地として開発されたρ

　次に，当地域の現在の農業は，上詑の地形，開発の歴史および最近10年間の商品生産の発展を

考慮に入れて・字別統計を資料による時・南北にのびる西部山麓養蚕（雑穀）地帯・段丘中央部果樹

地帯・段丘中央部酪農地帯，段丘東縁部稲作地帯と，東西に長い純畑作地帯に区分される。

　中世・近堆初期・明治末期・昭和初期．戦後。現在と時代を追って各時期に避ける農業地域を描

き並べてみると・当地域は，常に南北方向齢よび東西方向にのびる数条の農業地帯から構成されて

きたことがわかる。即ち，昭和25年土地利用図にみられた帯状の配列は，当時だけで左ぐ，中旭

より今日に釜るまでの土地利用を含めた農業地域配列の特徴だったわけである。そして，との帯状

構造は・様々の自然地理的．人文地理条件により形成され準ものであるが，その最大の要因は，気

尽開発の歴史（合流扇状地をつくり・その後開析している諸支流は，短小であり流：水量も豊富で

ない。即ち地下水面が低く地表流水に恵まれないことにより集落の立地する場所は限ら拓段丘上

旧地化綱辺地域に比べ遅れた）茂通をも規定し三三の合瀬緬形であったと思われる。
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